
 

 

報道関係各位 

2024年 4月 26日 

株式会社 PR TIMES 

札幌市と PR TIMESがスタートアップ等地元企業へ PR支援 
地域事業者の情報発信支援で連携協定を締結 

- 札幌市を中心に活動する地域企業へ、広報 PR で事業成長を後押し - 

 

プレスリリース配信サービス「PR TIMES」等を運営する株式会社 PR TIMES（所在地：東京都港区、代表取締役：

山口拓己、東証プライム：3922）は 2024 年 4 月 26 日（金）、北海道札幌市（市長：秋元克広、以下、札幌市）とス

タートアップを始めとした札幌市内企業の情報発信支援と経済施策等の発信を目的とした連携協定を締結いたしまし

た。 

 

本協定により実施する取り組み 

・札幌市が支援する地元事業者や団体等に向けた広報 PR セミナーの開催検討 

・札幌市によるスタートアップ施策等の情報発信に際し「PR TIMES」を無償提供 

・札幌市が支援するスタートアップ等地元事業者に「PR TIMES」を無償で利用できるプログラムを提供 

 

札幌市内の事業者の情報発信を支援 
  
札幌市は、政府のスタートアップ支援強化の流れを受け、2020 年に内閣府の「スタートアップ・エコシステム推進

都市」に、北海道とともに選ばれました。 

 これに先立つ 2019 年、札幌市は一般財団法人さっぽろ産業振興財団、株式会社 D2Garage とともに、札幌・北海道
でスタートアップが生まれ育つ環境（スタートアップ・エコシステム）を目指して、「STARTUP CITY SAPPORO プロジ
ェクト」(*1)を始動させています。札幌・北海道から世界を変えるスタートアップの事業成長を支援し、産学官連携で
スタートアップ・エコシステムの構築を目指し、起業家育成プログラムや講座、札幌市や周辺自治体とのオープンイ
ノベーションプロジェクトなどの取り組みを次々とスタートさせています。市内には、インキュベーション施設
「SAPPORO Incubation Hub  DRIVE」が開設されたほか、官民連携ファンド「札幌イノベーションファンド」も組成さ
れており、札幌発スタートアップ支援を巡る動きが相次いでいます。 

 2023 年には札幌市は、北海道・経済産業省北海道経済産業局とともに、オール北海道でグローバル・スタートアッ
プを産み育てるエコシステムの実現を目指し、「START UP HOKKAIDO 実行委員会」(*2)を設立。北海道の有名なキャッ
チコピーである「試される大地」にちなみ、「試せる大地へ」と掲げ、札幌にとどまらず北海道内のスタートアップを
盛り上げる動きを進めています。 

(*1) STARTUP CITY SAPPORO プロジェクト https://www.city.sapporo.jp/keizai/it/startup/project.html 

(*2) START UP HOKKAIDO 実行委員会 https://startup-city-sapporo.com/ 

 

当社が運営するプレスリリース配信サービス「PR TIMES」の利用企業社数は 9 万 4000 社を超え、スタートアップか
ら大企業、自治体などの行政機関や、地域の個人事業主まで多くの方にご活用いただいております(2024年2月時点)。
「行動者発の情報が、人の心を揺さぶる時代へ」をミッションに掲げる当社は、新しい挑戦に向かって行動するスタ
ートアップへ情報発信の支援を続けており、2015 年から創業間もない企業を対象に設立 2 年経過まで一定条件をクリ
アすることで、無料で「PR TIMES」を利用できる「スタートアップチャレンジ」 を提供しています(*3)。2023 年には
東証グロース市場に新規上場した企業 66 社(*4)の内、81.8%にあたる 54 社が上場時に「PR TIMES」利用しています。 
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なお、PR TIMES は北海道銀行と包括提携を締結しているほか、「J-Startup HOKKAIDO」のサポーターとしても参画
しており、これまでも札幌を含む北海道内事業者への情報発信を支援しています。 

(*3)PR TIMES スタートアップチャレンジ https://prtimes.jp/startup_free/ 

(*4)テクニカル上場は対象外としています。 

 北海道の道庁所在地である札幌市は、スタートアップを含む事業者、支店、各種団体が集積しており、北海道経済
を牽引する役割を担っています。創業間もないスタートアップから老舗の事業者まで、プレスリリースなどを通じて
一つひとつ発信を積み重ねることで、消費、投資、支援など様々な行動につながるきっかけがうまれます。 

 

 札幌の事業者が道内外へ積極的に発信していくことは、札幌の地域経済はもちろん、北海道全体にも好影響を及ぼ
すことにつながると考えます。今回の協定により、札幌市と PR TIMES は、スタートアップにとどまらず市内事業者を
支援し、情報発信の面から各社の事業成長と地域経済の活性化につなげてまいります。 

 

提供する支援内容 
 

①スタートアップ企業等を中心とした地元企業への広報 PR セミナーの開催 

広報 PR の基礎、考え方からプレスリリースの書き方、実例まで、札幌市と協力しながら実践的なセミナーを開催し
てまいります。PR TIMES 担当者とともに、PR TIMES が公認する第一線の PR パーソンである「プレスリリースエバン
ジェリスト」(*5)にも協力を求めながら、スタートアップを始めとする事業者の皆様への実践的な助言・アドバイスを
行ってまいります。 

(*5)プレスリリースエバンジェリスト https://prtimes.jp/pressrelease_evangelist/ 

 

②札幌市の広報 PR 支援 

札幌市からプレスリリースを発信する際、「PR TIMES」を無償で提供します。札幌市が行っているスタートアップ支

援の取り組みや地元企業への支援に関する取り組みやイベント等に関して、札幌市自らがプレスリリースを通じて情

報発信することで、メディアや生活者の方にも札幌市のスタートアップや地元企業に関心を持っていただけることに

期待しています。本支援に関しても、札幌市の希望に応じて、職員向け研修等を行い、職員自らの広報 PR に関するノ

ウハウ・スキル向上をともに目指してまいります。 

 

③札幌市×PR TIMES プログラムの提供 

札幌市のスタートアップや地元企業の情報発信を支援するため、対象企業へプレスリリース配信を一定条件内で無
償とするプログラム（詳細は下記参照）を提供いたします。本プログラムを活用し、札幌市に拠点を構えるスタート
アップや地元企業等がプレスリリースを配信し、ステークホルダーに対して新たな情報接点を創出する支援を行って
まいります。 

 

内容 

「札幌市×PR  TIMES プログラム」は札幌市のスタートアップを始めとした地元企業等が市の紹介

を受けて、プレスリリース配信サービス「PR  TIMES」を利用開始日から 6 カ月間、計 3 件まで無

料でご利用いただけます。 

（4 件目以降、または利用開始から 6 カ月経過後の配信は、所定のご利用料金をいただきます） 

ご利用いただ

けるお客様 

以下の①～④の条件をすべて満たされるお客さま 

①法人または法人格を有する企業・団体のお客さま、もしくは当社基準を満たす個人事業主のお

客さま 

②直近 1 年間で、プレスリリース配信サービス「PR  TIMES」のご利用実績がないこと（代理店

経由での利用を除く） 

③札幌市×PR TIMES プログラム専用の所定フォームを通じてお申し込みいただくこと 

④札幌市から対象企業として認定を受けているか、もしくは今後札幌市と当社が共催するセミナ

ーを受講していること 

取扱開始日 2024 年 4 月 26 日（金） 

お申込方法 札幌市より展開される申し込みフォームより申請をお願いいたします。  
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連携協定締結に寄せて 

札幌市 秋元克広 市長 

この度、株式会社 PR TIMES 様と本市において協定を締結し、スタートアップを始めとした

市内企業の情報発信支援と経済施策等の発信について、連携していくこととなりました。 

今年３月に本市で策定した、産業振興の方向性を示す「第 2 次札幌市産業振興ビジョン」で

は、持続可能な経済成長を目指しており、実現にあたっては、企業が創出する付加価値の向

上や、新たな価値の創出が不可欠です。 

今回の協定締結により、本市企業の情報発信が活発化することで、企業の認知度向上のみな

らず、企業ブランドの向上や、イノベーション創出にも繋がることを期待しております。 

今後は、それぞれの強みを生かしながら、市内企業に対し多角的な支援を行い、市内経済の

更なる活性化を目指します。 

 

株式会社 PR TIMES 代表取締役社長 山口 拓己 

世の中に知らせることができる感動の高まり、それまでの試行錯誤や諦めたくなかった決意

が、プレスリリースを通じて広く響きわたることがあります。社内が湧きあがり、その盛り

上がりが SNS にあふれ出ることがあります。友人やライバルが温かいエールを送りながら

も、悔しさを糧にして力がみなぎることがあります。さまざまな声に注目した記者が、開発

のきっかけを広く伝えたいと取材することがあります。スタートアップのプレスリリースを

見ていて感じるのが、ポジティブなエネルギーの循環です。東京も、札幌も、地域に関係な

く、スタートアップが台頭できるように PR TIMES が役立ちたいと思っています。 
 
 
 

株式会社 PR TIMES について 

PR TIMES（読み：ピーアールタイムズ）は、「行動者発の情報が、
人の心を揺さぶる時代へ」をミッションに掲げ、「行動者」のポジテ
ィブな情報がニュースの中心となり、個人を勇気づけ前向きにする社
会の実現に挑んでいます。私たちは人の行動や頑張りの結晶を、その
想いを紡いで発表するのがプレスリリースだと考え、企業規模を問わ
ず「行動者」が自ら発信できる、PR の民主化を目指して事業を展開し
ています。プレスリリース配信サービス「PR TIMES」の利用企業社数
は 9 万 4000 社を超え、国内上場企業の 57％超に利用いただいていま
す。情報収集のため会員登録いただくメディア記者 2 万 6000 人超、
サイトアクセス数は月間約 9000 万 PV、プレスリリース件数は月間 3

万 4000 件超、累計で 100 万件を超えています。全国紙 WEB サイト等
含むパートナーメディア 250 媒体以上にコンテンツを掲載しています
（2024 年 2 月時点）。 

他にも、ストーリーで伝える「PR TIMES STORY」、動画で伝える「PR TIMES TV」、PR 活動の設計から実行まで伴走する PR パ
ートナー事業、アート特化型の PR プラットフォーム「MARPH」、「isuta」「STRAIGHT PRESS」等のニュースメディア事業で、情
報発表とその伝播を支援する他、生まれた企画が発表に至るまで前進できるよう支えるタスク・プロジェクト管理ツール「Jooto」、
さらに発表後のお客様対応や情報整理を円滑に行えるカスタマーサポートツール「Tayori」など、「行動者」を立体的に支える事
業を運営しています。 

また子会社には、スタートアップメディア「BRIDGE」を運営する株式会社 THE BRIDGE、ソフトウェア受託開発を行う株式会社
グルコース、SNS マーケティング支援の株式会社 NAVICUS があります。 
 
【株式会社 PR TIMES 会社概要】 

ミッション：行動者発の情報が、人の心を揺さぶる時代へ 

会社名  ：株式会社 PR TIMES  （東証プライム 証券コード：3922） 

所在地  ：東京都港区赤坂 1-11-44 赤坂インターシティ 8F 

設立   ：2005 年 12 月 

代表取締役：山口 拓己 

事業内容 ：- プレスリリース配信サービス「PR TIMES」（https://prtimes.jp/）の運営 

- ストーリー配信サービス「PR TIMES STORY」（https://prtimes.jp/story/）の運営 

- クライアントとメディアのパートナーとして広報・PR 支援の実施 

- 動画 PR サービス「PR TIMES TV」「PR TIMES LIVE」（https://prtimes.jp/tv）の運営 

- アート特化型オンライン PR プラットフォーム「MARPH」（https://marph.com/）の運営 

- カスタマーサポートツール「Tayori」（https://tayori.com/）の運営 

- タスク・プロジェクト管理ツール「Jooto」（https://www.jooto.com/）の運営 

- 広報 PR のナレッジを届けるメディア「PR TIMES MAGAZINE」（https://prtimes.jp/magazine/）の運営 

- プレスリリース専用エディター「PR Editor」（https://preditor.prtimes.com/app/）の運営 

- Web ニュースメディア運営、等 

URL    ：https://prtimes.co.jp/ 
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